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留萌炭国雨竜地区下キネンベツ川中流地域（エホロカブッ

　　　　　コロナイ沢付近）地質調査報告

星野　　一男＊

Geology’of　th．e　Neighbor血ooa　of　Eh，orokabukkoronai・zawa，葺ear　t血e

殖i通・stream　of　Sh，imokinenbletsu，Ury腿District　of　Rumoi　Coal　Fiel“、

　　by
Kazuo　Hoshino

Abstract

　’1．The　Uryu　group　in　this　area　is　divided　into　four　formations　in　the　stratigraphic　order

as　below．

Coal－bearing　shale，member

Sandstone　member

Sandstone，shale　membeガ

Co7玩侃1αsandstone　member

　160m十
10～40．m

　130m
　140m十

The　Cor6加1αsandstone　member　may　be　correlated　with　the　Tachibetsu　formation．and　the　others

correlated　with　the　Mi＄iohmata　formation　of　the　Showa　area．

　2．It　makes　folding　with　the　axis　of　N30’》40。W。Along　the　Ehorokabukkoronai－zawa，

it　has　an　anticline　and　two　synclin6s．Near　the　mouth　of　the　Itarakaomappu－zawa　a　faults－zone’

is　found　in　E－W　direct1on，and　it　is　followed　by　many　minor　faults．

　3．The　coal－bearing　shale　member，in　its　basal　part，contains30r5coal　seams，whieh　are

lor3minthickness。
　4．　Along　the　easteml　margin　in　this　area，・the　Neogene　system　developes　over　the　Uryu

group　probably　with　unconformity．

1）

る。

　　　　　　要　　旨

この地域の雨竜層群は上から次の4層に分けられ

含炭頁岩層
砂　　岩　　層

砂岩頁岩層
蜆貝砂岩層』1

　160m十
10～40m

　130m
　140m十

　蜆貝砂岩層は昭和地域の太刀別層に，他の3層は右大

股層に対比されるものと思われる。

　2）摺曲方向はN’30～40。Wで， エホロカブッコロ

ナイ沢に1背斜2向斜が見られる。イタラカオマップ沢

付近にはE－Wの断層帯があり，多くの小断層を伴なっ

ている。

　3）含炭頁岩層の下部に厚さ1～3mの炭層が3～5

＊燃料部

枚挾有されている。

　4）地城東縁には新第三系が分布し， おそらく雨竜層

群を不整合に被覆しているものと推察される。

1．緒　　言

　1．1調査目的
　この調査は昭和26年より始められた本所の留雨炭田

調査事業の一環として行なわれたもので，下キネンベツ

川中流のイタラカオマップ合流点よりタンウンナイ合流

点に至る流域からエホロカブッコロナイ沢流域一帯の層

序・構造ならびに炭層の概況を明らか1こすることを目的

，とした。

　従来，この地域には雨竜層群といわれる古第三系と川

端層に相当するといわれている新第三系が分布している

ことが知られていた。また，地域東方の昭和地域に発達
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するA吻no40πを含む高砂沢砂岩層がこの地域におい

てどのような分布を示すかが問題であった。この調査に

あたっては，それゆえ，雨竜層群と，“川端層”との関

係，および高砂沢砂岩層相当層のこの地域における屑準

の2点について，とくに留意した。

　1．2　調査員・調査期間

　地質調査　星野一男

　　　　　昭禾032年7月15日～9月21日。

　地形測量　窪木時雨郎・市川賢一．

　　　　　昭和32年6月’17日～7月25日

　1．3調査方法
　調査には測量課作成の5千分り1実測河川ルート図を

使用した。野外調査では地域の全ルートについて間縄と

ブラントンコンパスによってユ干分の1のルートマップ

を作りながら作業を進めた。この結果を5千分の1の実

測図にまとめたものである。なお，全期間を通じてイタ

ラカオマップ沢河口付近に幕営して調査を行なった。本

報告のうち，第6図ルー・ト図および第7図柱状図は記載

が細事にわたるので，この報告では省略した。

　なおこの調査にあたり，現地において多大の便宜を供

与された古河鉱業雨竜鉱業所の各位に対して厚く感謝の

意を表する。

2．位置および交通

　この地域は小平蘂川の1支流である下キネマベツ川の

中流地域にあって，留雨郡小平村に属する東西約2km，

南北約2．5kmの範囲である。

．い〆▽

　　　1　　シリ山　『；黄璽予欠』1

留崩市　！　，　　朋　　1

　　　＼一1鉄プ1

－k鳴　　　　　一・／『

第1図　位置および交通図

　こり地域に至るには留繭鉄道新雨竜駅より徒歩で北北

西に允水苓をこえるもの（所要時間2．5時間）と，天塩

鉄道達布駅より下キネンベツ川を徒歩で遡るもの（所要

時間3時間）がある。調査時において同地の営林署によ

り達布より新雨竜に至る道路が建設されつρあった。

3．地　』形

　この地域は下キネンベツ川およびその支流であるイタ

ラカオマップ沢に囲まれており，中央をエホロカブッコ阿

ロナイ沢が北流している。これらの水系は緩やかで，急

傾斜であるエホロカブヅコロナイ沢の場合でも河床の傾

斜は1／25である，この地域の最高点は海抜325卑で，

山陵もかなりなだらかで低い。付近の河床は海抜100m

前後なので，河床面からの比高ば200m程度にすぎな

い。しかし人跡のまれな地帯なので，樹木はよく繁茂し

ており，1また熊笹が随所に密生している。

　侵蝕度は全体を通じて一様である。これはこの地域の

ほとんどすべての岩石が古第三系の堆積岩のみであるた

めであろう。岩石の差異による侵蝕差も著しいものは見

られない。

4．層　　序

　調査地域内に分布する地層は古第三系および新第三系

からなる。

　古第三系はこの地域の大部分にわたって分布し，一般

に雨竜層群あるいは小平爽炭層といわれているものに属

する一連の地層ふ身）なる。この地域に露出するものの層

厚はおよそ460mに』及び，主として砂岩・頁岩からな

『り，若干の炭層を挾有『している。

　新第三系は調査地域の東辺にわずかに露出するのみ

で，従来川端層に相当するといわれている。古第三系と

の直接関係は野外で確かめることはできなかった。

　4．1古第三系
　この地域の古第三系は岩相からみて4層に分げること

ができる。この報告に際してはこの4層を便宜的に次の

ように仮称することにしたい。

　　含炭頁岩層
　　砂　・岩　　層

　　砂岩頁岩層
　　蜆貝砂岩層
　これらの各層はいずれも後述するように岩相の側方変

化が著しい。蜆貝砂岩層はCo76初1αオ罐％4漉，05診プ孤

sp，などを含む汽水成の顕著な地層からなる。その上位

には含炭砂岩頁岩層が続くが，ほ▽中位に比較的厚い砂

岩の層があり，鍵層となっている。この砂岩の層を砂岩

層として，その上・下をそれぞれ含炭頁岩層・砂岩頁岩

層とした。

　蜆貝砂岩層は浅野地域における太刀別層り最上位層で

ある柳沢蜆貝砂岩層に対比されると思われる。

　4．1．1　蜆貝砂岩層

　本層はこの地域のほy中央にあるエホロカブッコロナ
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第2図　下キネンベツ川中流流域（エホロカブッコロナイ沢付近）地質図

イ沢中流付近にドーム状に分布する。

　おもに中粒～粗粒砂岩からなり，頁岩および細粒砂岩

を挾み，ときに炭質頁岩の薄層を挾むことがある。

　中粒～細粒砂岩は一般に帯緑灰色を呈・し，粒の円磨度

は良好であり，粒度も比較的一定している。粒は長石・

石英が多いようである。しばしば泥岩の破片や菱鉄鉱様

の薄層（厚さ2～5mm）を含むことがあり，このような

ところではや＼褐色を帯びている。また，ときには有色

鉱物質あるいは有機質を混入して黒色を帯びることがあ

る。岩石は比較的硬い。

　頁岩・細粒砂岩は黒色泥状であって層理を示さない。

　本層より次のような貝化石を産する（水野篤行同定）。

　　05渉プ6αsp．

　　Coプ房躍1σオoゑz‘4漉　（YoKloYAMA）

　　P砂h伽”z％nプ06ズ　、（YOKOYAMA）

　化石はおもに砂岩から産し，Co76加1αの産出はきわ

めて顕著である。この地域内において認められる本層の

厚さは140m以上である。上限は上位の下部互層に漸

移するが，下限は不明である。

　本層は灰白色を呈する比較的硬め中粒砂岩の卓越する

ことや，ほとんど全層準からCoプ房伽1αsp．を多産する

ことによって，きわめて特徴のある地層となうている。

　4．1．2　砂岩頁岩層

　本層はこの地域内でもっとも広く分布する地層であ

る。標式的露頭はエホロカブッコロナイ沢合流点付近に

おいて観察することができる。
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第3図下キネンベツ川中流流域（エホロカブツコロナイ沢付近）地質断面図

　本層は頁岩・砂岩の互層からなり，若干の炭層を挾有

する。頁岩は黒色緻密で，葉理面がよく発達している。

砂岩は灰色を呈する粒度のほy一定した中粒砂岩で，と

きに褐色を帯び，観貝砂岩層の砂岩とよく似ている。灰

色・硬質の細粒砂岩もよくみられる。

　また，数枚の炭層あるいは炭質頁岩を挾有するが，い

ずれも薄く，消長も激しいのでおそらくレンズ状に挾有

されているものと思われる。

　本層より植物化石および珪化木を産する。植物化石は

保存不良で同定できないものが多いが，次のようなもの

が認められた（尾上亨同定）。

　　C676乞4ψhζyllz6〃z　sp．

　　Cαηyh‘5sp．

　本層の厚さは130mである。

　4．1．3砂岩層

　本層は前述の砂岩頁岩層と後述の含炭頁岩層との間に

あって，ほとんど砂岩のみからなる地層である。

　おもに塊状・無層理の帯微緑灰色の粗粒砂岩である

が，しばしば細粒砂岩・頁岩・炭層を挾むζとがあり，

これらは互いに移化している。第8図に本層の岩相変化

の一例を示した。

　同図は1干分の1のルート・マップから作成したもの

で，第6図（省略）あるいは地質図において柱状番号

608，609，602，で示される区域にあたる。Aにおいて

は塊状・無層理の厚い砂岩層からなるが，Bでは細粒砂’

岩が多くなり，頁岩層・炭層を挾有する。Cではふた＼

・び砂岩が優越してくる。

　本層はこのように粗粒砂岩層の消長が激しいので，野

外の露頭やルートマップ，柱状図などで，地層の境界を

定めることが困難な場含がある。そのために地質柱状図

では砂岩層の厚さや位置を考慮して多少便宜的にきめた

所がある。
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第5図模式柱状図

本層の主体をなす砂岩層の厚さは10～40mである。

　4．1．41含炭頁岩層

本層はエホロカブッコロナイ沢上流および下キネンベ

ツ川流域などに分布する。

　おもに頁岩からなり，砂岩層・炭層を挾む。

　頁岩は砂岩頁岩層の頁岩と同様の外観を呈し，黒色緻

密であって葉理面が顕著である。細粒砂岩・中粒砂岩も

砂岩層からの漸移であって，中部砂岩層のものによく似

ている。

　本層には比較的多くの炭層が挾有されるが，とくにそ

の下部に多く認められ，エホロカブッコロナイ沢上流

や，エホロカブッコロナイ沢の沢口とイタラカオマップ

沢の沢口との間の各所にその露頭が見られる。

　イタラカオマップ沢の沢口付近では，本層の最下部厚

さ40m・のうちに3～4層の炭層が認められるが，多く

の断層のために寸断されており，炭層も乱れているので

各炭層を対比することは難かしい。擾乱の大きなとこ

ろをみると炭層の部分が最も大きなもめ方をしている。

　エホロカブッコロナイ沢上流の含炭頁岩層は下部の約

50mが観察される。このうちに，6層の炭層が含まれ

ている。すなわち柱状No．1592において註1），厚さ

1m以上の炭層は4層を算える。これらのうち最も厚い

ものは3mである。一その他1m以下の炭層は2層が算

えられる。そこより100m西のNo．1581，No．1582の

区域では，1m程度の炭層が3層認められる。

一
註 1）　以下は第6図，第7図が省略されているので読

　　み難いかも知れない。No．……は第6図における

　　柱状番号であって，第7図にはこれらの露頭にお

　　ける柱状図が示されている。本文中の露頭の位置
　　は地質図を参照された“。
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　No。502，No．503，No．601，No，603，を含む含炭頁，

岩層は，下キネンベツ川中流にブロック状に分布する。

この部分の地層は頁岩が多いこと，比較的多くの炭層が

見られることの岩相的特徴から含炭頁岩層に属するもの

と思われる。No．503，No．601の下部の数枚の炭層が

上に述べたイタラカオマップ沢付近，およびエホロカブ

ツコロナイ沢上流に見られる中部砂岩層の上部にくる数

枚の炭層に対比されると思われる。

以上を綜合してみると，含炭頁岩層の炭層は，下部約

70mのうちに3～5枚の炭層（厚さは1’》3m）があり，

その上位100mにおいてはその挾有度を減じ，また厚

さも1m以下のものが多い。

　本層も岩相の側方変化が激しく，炭層もレンズ状に尖

滅する模様がしばしば見られる。第9図に，一例として

：No．503が含まれる地域を示す。C91607と記されてい

る炭層が河床に露出しており，Aでは厚さ約6mある

が，河床面でその露頭を追跡すると図のようにBで消

失し，代って上位Cの炭層（柱状図No．503において

は17m上位）が発達するような傾向になる。

　なお，たy1つの例であるが，本層の下部に凝灰岩の

薄層を挾有する所がある（第7図（省略）No．151（地質

図参照））。

　本層の上限嫉断層できられているため，地域内におい

て認められる厚さは約、160mであるb

　4．2新第耳系
　この地域では礫岩』泥岩からなる。川端層に相当する一

といわれている。

　礫岩は暗緑あるいは暗赤色で非常にきたない感じがす

る。所によって粗粒砂岩を挾むことがある。礫は円磨度

不良で角礫状を呈し粒度は中粒程度のものが多いが一定

しない。

　泥岩は暗灰色を呈し，やわらかい。これもきたない感

じのする地層で，雨竜層群の細粒堆積岩とは容易に区別

される。

　新第三系と古第三系との境界については，第6図に見

るように，下キネンベツの流域に4ヵ所にわたって両者

が近接するところがある。これらの箇所で剥土を実施し

て両者の関係を究明することにつとめたが，いずれの場

合も表土が厚くなり，その目的を達成することができな

かった。この付近にはN－S性の断層が多いので，部分

的に断層関係の所があるかもしれないが，隣接地域の資

料からみて，おそらく両者は不整合関係にあるものと推

定されるd

5．地質構造

新第三系については，この地域では東縁にわずかに露

第8号）
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第8図　岩相変化図その1
下キネンベツ川中流流域におけ

　る砂岩層の岩相変化を示す。

．熱ミ．十

緊＼い＼感

　、』

饗

1熱』欝ll
　　　　　　　　　　　杁　　　0　　　　　　　　　　50m　　　　　　　ヤσ

第9図　岩相変化図その2
含炭頁岩屑中の岩相変化，とくに炭層の

消長状態を示す。岩質は第8図と同じ。

拙しているのみでル［ト調査も充分でないので本章でば

触れない。古第三系の地質構造に関して以下に述べる。

　この地域は構造上下キネンベツ川とエホロカブッコロ

ナイ沢とめ合流点より以南と以北の2区域に分けられる。

・南部はN30～40。Wの主方向をもつ摺曲構造をなし

ており’，大きく見て1背斜2向斜構造を形成している。

断層もほyこの方向に平行しており，落差は最も大きい
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もので200m前後である。

　北部は多数の断層によって寸断された1つの擾乱帯で

ある。こ＼は，．はじめに南部の構造と連続して1つの大

きな向斜を形成していたものがN60’》80。Wの方向を

もつ断層群によって寸断されたものと思われる。地層は

断層のためにブロック化して副次的な小摺曲を伴なって

いるが，大きく見て上記の摺曲方向はN50。Wに変化

している。それぞれの断層の落差は小さいが，全体とし

て南部から延びてくるN30～400W方向の断層をきっ

ている。・また，この地域の構造は西から東に，下キネン，

ベツ川流域に近づくにつれて激しくなる。

　摺曲はエホロブッコロナイ沢中流の背斜付近では比較

的緩やかであって，波長も振幅も大きい。し塑しこれが

東に移るにしたがって小さな背斜・向斜を繰り返すよう

になり，地層も直立に近くなり，ある部分では逆転を示

す所もある。さらにその東下キネンベツ川にほ∵平行し

て比較的大きな断層（第10図におけるIrl2－13）が約

55。Wの走向で延びており，落差も150～200血あって，

この地域の断層のうちでは最大の落差を示、している。こ

れらのことから，本地域の東縁にはこの1一断層に平行

してN50。Wから600Wへと延びる1つの擾乱帯があ

るのではないかと思われる。

　この地域の構造形成時期を考えると，NW－SEの摺曲

と断層の方向とはよく一致していて，おそらく雨竜層群

堆積後のある時期にたがいに密接な関連をもちながら発

達したものと思われる。

　5．1断　層

　第10図はこの地域の断層を概念的に示したものであ

る。主要断層はほy　NW－SE方向のものであろう。す

なわち，”1，II，IIIの系統が主要方向を代表する魂）のと

思われ（第12図Bのα），Vは副断層の方向である
（同図のβ）。

　第11図は概念図に示した断層のうちNE－SW方向

の若干の断層を除いて，主要なすべての断層の走向を5。
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第10図　断層概念図
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ずつの区分！こ分けて方向頻度分布をあらわした李のであ

る。第11図Aを見ると，これらの断層走向はNよ

りWの間にだいたい均等に分布している。しかしこれ

にBのように断層のグルーピングを行なうとかなり明

瞭な傾向がでてくる。VIIで表わされる断層はN50～

90。Wの間1と入り，残りの断層と区別される。第12図

Bはこれらの断層面をシュミット・ネットに投影した

ものである。断層面は．面に直角な直線の極で表わされ

る。この方法によると，断層面は走向・傾向の2要素に

よって図上にプロットされるから，断層面が立体的に表

わされる。また図上のある面積はそれに相当する球面の

面積を等しく表わすから，断層の密度は図上に正しく表

わされる。この図ではさきの第11図Bによる傾向が

さらにはっきりしてくる。まずWの断層はさらに2つ

のグループに分けられる。顎ノは職5，顎6，皿7，、皿8を

含むもので，平均して走向はN60。W，傾斜80。Nで

ある。顎1は皿1，皿2，W4を含むもので，平均して走

向N85。Wl傾斜β5。Nである。皿3は南側落ちの断

層であるため同図Bでは孤立しているが，皿”のグル

ープに入るものであろう。エホロカブッコロナイ・イタ

ラカオマップ合流点付近を通って東西に延びる断層帯が

想像され，皿”はおそらくこの断層帯を代表するもので

あろう。皿1は南部のNW－SE方向の主断層群が『皿”

で表わされるE－W断層群で切られたために生じた副断

層群であろう。この地域北部の擾乱帯はこのようにして

できたものと思われる。

　次に南部の諸断層であるが，第11図Bでば12を

む

勿

⑫

も

も

も

も　！〉
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o／73糊吻脳

　　断層の走向を5。ずつの区分に分けて各区分に

　　はいる断層数を柱の長さで比較したもの
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滋1響
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．りぞいてN　O～500Wの間に入る。主要断層であ為1ヅ

II，IIIの断層は平均すると走向N420W，傾斜820NEl

の面として表わされる（第11図Bのα）。そしてこれ

の副断層と思われるvおよび皿ノの平均断層面をとっ

てみると，同図のβ，7として表わされている走向N

350W，傾斜900，走向N60。W，傾斜800Nの面とな

る。Iv，vエの断層群は走向から考えてαの副断層と思

われるが，隣接区域の資料とあわせて検討しなければな

らない。
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第12図　断層の頻度分布図（シュミット・ネット投影）

ざ

Aに断層のグルーピングを行なったもの

　第11図　断層の走向の頻度分布

ε

　5．2，摺　曲

　この地域にみられる榴曲軸を第13図にあらわした。

下ギネンベツ川中流付近の1背斜とその東の1向斜はも・

っとも大きく，かつ明瞭で，地層の傾斜は30パ40。，波

長約1，000m，振幅250mである（A1およびS2）。Aエ

は摺曲軸が逆S字状に曲折しており，背斜軸は北と南
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第1表・断　層　一　覧　表　（第10・図　断層概念図参照）

断層

11

12・

13
工［1

1正2

且3

皿

Nl
I▽2

1▽3

Vl

V2

V3

V4

v5

V6
VIl

VI2

班3

VHl

w2
V旺3

V皿4

V旺5

V旺6

V旺7

V狂8

VHg

種　類

正断層

垂直断層

逆断層
垂直断層

　〃

正断層
　〃

垂直断層

　〃

正断層

正断層
逆断層
正断層
逆断層
正断層
逆断層
　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

存在の確実度

ほ曾確定

推　 定

ほ貸確定

　〃
確　 定

　〃

　〃

推　 定

　〃

　〃
ほ貸確定

推

確

推

確

．〃

〃

〃

〃

〃

〃

定

定

定

定

　〃
ほy確定

確

〃

〃

定

推　 定

走　 向

50。W
75。W
450W

35パ50。W

40。W
45。W
350W．

10。W
25。W
55。W
150W

20酎50QW

25阿55。W

15。W
　15。W

25。W
　10QW

　5。W

25。W
850W

　80。W

　90。W

　800W
　600W
　55QW
　600W
　650W
　65。W

傾　 斜

ほとんど垂直

　　～

垂　 直

ほとんど垂直＊

垂　 直

　　〃

　550NE

　450W
　　P
　・P
　　P
垂　 直

　　〃　一

40《・80。E

　　P．

　　P
　60。E

　850W
　84。W

　700N’

50～700N

40～70◎S

　75。N

　70。N

80～900N

　　〃

　　〃

　　P

最大垂直落差
　（m）

170±　・

150

100’》126

　40
0【げ10

0～10
　30

　10
　20

　30
120

　50
150

　50
　10
　｝

　20

0～10
　10
　10±

　50±
　120±

0～10
　70±
　0～10

　40
　30，

　100

備 考

傾斜は場所により，東
西にふれる

＊中央部ではや＼東落ち
と推定される。南部で
は西落ちとなるQ

に沈降していて，ド』一ム状をなしている。S2はN400

Wのほゴー定した向斜軸をもっているが，南に行くと

50。Wに走向を変え，摺曲は小さくなってA2の・」＞背斜

に変って行く。S2は中部では不明瞭になって，その北

部に1つの盆地をつくっている。S1はAエに続く大き

な向斜であり，波長もA1，S2に同じ程度と思われる。

これらの一連の摺曲はA3，S3，A4，S4，S5と東に行く・

につれて波長300m，振幅200mと摺曲の波長は小さ

くなるが，それに比較して振幅が大きくなり，地層の傾

斜が大きくなってくる。F

　北部は断層擾乱帯であるために原摺曲構造は破壊され

ているが，おそらくN50。W方向に延びる1つの向斜

部であったと思われる。現在は断層に伴なう派生摺曲が

多くなっ宅いる。このように摺曲構造は断層構造とよく

対応している。

　　　ノ
＼　，

　　む

500m

十
繋

陥／

＼

第13図摺曲概念図
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第2表　石炭分聖析表

N6．

l／KH錯1：

嘉膿
至rKH91608

ネ191607
ン！　91606

訓
　　91609本
ヤオ

侃　　91610ノ

含

炭

頁

岩

層

採取場所

下記念別

川中流
　〃

〃F

〃

〃

〃

〃

〃

〃

水分
（％）

7．28

10．69

11．12

10．07．

6．77

5．75

11．36

9。14

．6．92

灰
、

分
（％）

49．36

35．83

24．51

15。98

24。32

53，02

7、81

16．12

30．97

揮発分
（％）

21．75

27．47

29。47

34．09

31．78

21．42

33．29

34．17

31，30

固定炭素
　（％）

21．6工

26．01
　ユ

34。90

39．86

37．13

19．81

47．54

40．57

30．，81

1発熱量

2，823

3，402

4，410

5，207

5，160

2，863

5，700

5，446

4，523

全硫黄
（％）

0．09

0．38

し
O ．38

0．54

0，，25

0．13

0．32

補正純炭に対する

固定炭素

54。83

51．39

55．32

54．85

55．45

53．56

59，27

0．30　1　55．23

ユ。33 51．67

発熱量

7，163

6，722

7，066

7，303

7，706

7，740

7，106

一
7
り 415

7，585

炭　色

淡赤（褐）

〃（〃）

燈（赤）

鮮榿（〃）

榿（〃）

〃（〃）

鮮茶（褐）

灰白（〃）

淡赤（〃）

粘結性

非粘結F1

〃　　・F2

〃　　F1

〃　　E2

〃　　E2

〃　　E2．

〃　　F1

〃　　E2

〃　　E2

’6．石　　炭

　炭層は砂岩頁岩層・含炭頁岩層のうちにそれぞれ全層

準にわたって見られるが，おもなものは含炭頁岩層の下

部約70mのうちに含まれる3～5枚の炭層で，おのお

のの厚さは1～3mである。エホロカブツコロナイ沢上

流および下キネンベツ川流域に分布しているが，断層が

多いために各炭層の対比は困難である5これ以外の層準

のものは厚さも1m以下で消長がはなはだしい。

分析結果は第2表のとおりで発熱量は7，000～7，750

kcal／kgであり，亜涯青炭あるいは褐炭に属する。しかし，

これらの試料は露頭炭より直接採取したものなので風化

あるいは酸化されている可能性があり新鮮な試料に対す

る発熱量よりも低い値が示されているかも知れない。

7．対　　比

　蜆貝砂岩層は，ほとんど全層準からCo痂6z61αオ罐％一

4α∫（YOKQYAMA）を産すること，灰緑色砂岩の卓越す

ることなどの特徴から，昭和一浅野地域の太刀別層最上

部の柳沢蜆貝砂岩層に対比され，したがって蜆貝砂岩層

の上部に重なる砂岩頁岩層・砂岩層・含炭頁岩層は右

大股層に対応するものと思われる。これら3層は，全体、

として砂岩・頁岩の互層であること，しばしば20m前

後の砂岩層を含むこと，含炭層であることなどの特徴は

右大股層のそれとよく一致し，少なくとも前2者は右大・

股層の下部に対比されると考えられる。しかし含炭頁岩

1層はその上部が下キネンベツ川流域や本地域の北東隅で

観察されるが，断層で切られてブロック状になっている

ので，その層準はなお隣接地域の資料とあわせて検討す

る必要がある。

　住吉南部と比較すると，｝蜆貝砂岩層は唐の沢層群の

Cに当り，D』層はほ曾砂岩頁岩層に当るものと思われ

る註2）。

　次に丑形ツπ・4・nを産出した高砂沢砂岩層との関係に

ついては，砂岩層が岩相から見て同属に似ている。しか

し雨竜一浅野地域1）云は高砂沢砂岩層が柳沢蜆貝砂岩層

の約800m上位にあるのに対して，この地域の蜆貝砂

岩層と砂岩層との間隔は130mにすぎない。’したがっ

て砂岩層が高砂沢砂岩層に相当させることはかなり困難

である。

　他方，高砂沢砂岩層は厚さ事100mで，その上位には

福岡沢含炭泥岩砂岩互層があり，下位には基地の沢含炭

砂岩泥岩互層があって，上下の岩相遷移の模様が砂岩層

のそれとよぐ似ている。この地域の縁辺地帯には砂岩層

を含む地層が断層のためにブロック化しているが，その

うちに砂岩層よコりさらに上位の地層が誤って砂岩層に対

比されていることもありうる。それゆえこの間題はなお

北部および東部隣接地域の資料とあわせて検討を必要と

する。　　　　　　　　　（昭和32年7月～9月調査）
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